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ご協力ありがとうございます

日本赤十字社愛知県支部へ活動資金として
多額のご寄付をいただいた法人様

活動資金

ハートラちゃんのぷくぷくシールを
抽選でプレゼント！

ハートラちゃん
ぷくぷくシール

締切／令和8年6月30日必着

10
名様

▲

イーライン株式会社 様▲

中西電機工業株式会社 様▲

株式会社センテナリー 様▲

株式会社大日 様▲

株式会社名古屋銀行 様▲

株式会社Ｆ＆Ｃホールディングス 様

一般会計歳入歳出予算の概要

※事業計画の詳細については、日本赤十字社愛知県支部ウェブサイトでご覧いただけます。

事業計画の概要（主な事業の抜粋）
◆災害救護事業
　大規模災害に対して迅速かつ適切に医療救護活動を行うため、救護員や災
害医療コーディネーター等の養成に努めるとともに、災害救援物資の整備充
実に取り組んでまいります。また、市町村や関係機関の協力のもと、地域住民
の自助力・共助力向上や市町村の推進する防災・減災の取り組みを支援する
ことを目的とした住民参加型訓練を実施するなど、防災・減災分野の活動も
展開していきます。

◆医療事業
　日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院及び日本赤十字社愛知医
療センター名古屋第二病院の両病院が災害時には医療救護活動を、平時は地
域の中核病院として、救急医療、高度医療及び災害医療などの分野における
機能強化を図り、地域のニーズに応じた医療の提供に努めてまいります。

◆救急法や健康生活支援講習等の普及
　災害時の応急手当、避難所生活に役立つ内容の講習、子どもの事故予防な
ど、各種講習の実施に努めます。普及の担い手となる指導員の増強について
は、令和８年度は救急法、水上安全法、健康生活支援講習の講習指導員養成を
実施します。

◆赤十字ボランティアの活動と育成
　講習指導員資格を取得した指導員による講習普及や、赤十字防災ボラン
ティア・地区リーダー、赤十字防災セミナー指導者を中心にした防災・減災の
知識・技術を普及する活動、子ども食堂をはじめとした子ども・子育て世代を
支援するための取り組みを推進してまいります。

◆青少年赤十字の育成と普及
　学校教職員及び教育行政機関の理解と協力を得ながら、メンバーの増強、
指導者の養成、リーダーシップ・トレーニング・センターの開催、海外青少年
赤十字メンバーとの交流、防災教育等各種事業を推進してまいります。

◆社会活動
　市町村・企業・団体と連携し、地域における社会課題の解決に向け、「子ど
も・子育て世代の支援」「高齢者健康生活支援」「多文化共生社会の実現に向け
た事業の推進」「災害時の被災者支援」を重点分野として様々な事業に取り組
んでいます。令和８年度においても市町村・企業等との連携を強化してまい
ります。

◆血液事業
　県内の医療機関からの要請に応え、より安全で良質な血液製剤を安定的に
供給するため、400mL献血及び成分献血の一層の推進や、将来の献血を支え
る若年層への理解促進を図るための献血推進広報を積極的に実施してまい
ります。

◆国際活動
　世界各国・地域の赤十字・赤新月社が実施する災害対策事業や保健医療支援
事業等への協力を行ってまいります。また、日本赤十字社の国際医療救援拠点
病院に指定されている日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院にて緊
急の救援要請に応えられる体制整備に努め、発災直後の緊急支援から中長期
にわたる復興支援や開発途上国における保健医療支援に取り組みます。

令和８年度における日本赤十字社愛知県支部の事業計画および一般会計歳入歳出予算についてご報告します。

令和８年度事業計画と予算の概要

歳　入
内　訳
活動資金収入
委託金・補助金及び交付金収入
繰入金収入・資産収入・雑収入
前年度繰越金

1,107,000,000 円
8,532,000 円
24,766,000 円
152,926,000 円

85.6%
0.7%
1.9%
11.8%

予算額

合計 1,293,224,000 円 100.0%

歳　出
内　訳
❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾
10
11
12
13

災害救護事業と救護看護師の養成に
救急法や健康生活支援講習などの普及に
赤十字ボランティアの活動と育成に
青少年赤十字の育成と普及に
社会福祉事業などに
血液事業の普及啓発に
国際的な活動に
活動資金募集のために
赤十字の普及・広報活動のために
赤十字病院救急医療体制の整備に※1
市町村における赤十字活動に
全国的な赤十字活動に
支部の運営に

394,260,000 円
45,775,000 円
55,247,000 円
46,628,000 円
45,954,000 円
5,391,000 円
10,685,000 円
76,367,000 円
41,766,000 円
146,837,000 円
121,400,000 円
125,550,000 円
177,364,000 円

30.5%
3.5%
4.3%
3.6%
3.6%
0.4%
0.8%
5.9%
3.2%
11.4%
9.4%
9.7%
13.7%

予算額

合計 1,293,224,000 円
※1 使途が指定された活動資金による事業を含みます。  
※2 端数処理の関係で構成比の合計に差があります。

100.0%※2

日本赤十字豊田看護大学
5・６・８月オープンキャンパス開催！

「やごと日赤ふれあいひろば2026」を
開催します！

5月16日（土）に日本赤十字社愛知医療センター名古屋第
二病院を会場に「やごと日赤ふれあいひろば2026」を開催
します。昨年も大盛況となったこのイベントは、当院や日本
赤十字社の活動など、体験や展示を通してたくさんの方に学
んで知っていただく機会になっています。今年も、医療機器
の展示や体験、健康チェック、お薬作り模擬体験など、大人
から子どもまでお楽しみいただける内容を企画しています。
ご家族やお友達とぜひお気軽にご来場ください！

日本赤十字豊田看護大学では、5月30日（土）・6月27日
（土）・8月19日（水）にオープンキャンパスを開催します！
5月開催分は受験生を対象として入試対策講座を実施、6月
開催分では高校生の保護者を対象として、学生サポート制度
などの説明とともに、本学の最新の学修教材のデモ見学など
を行います。8月開催分は中高生を対象として赤十字の看護
大学の特色を活かした災害看護学の看護体験や学生の国際交
流体験談発表、在学生と直接話せる個別相談コーナーやキャ
ンパスツアーがあります。詳細は本学ホームページをご覧く
ださいね。
皆さんのご参加を心よりお待ちしております！

日赤豊田　オープンキャンパス 検索

看護体験
（災害看護学・
 トリアージ体験）
の様子▶

◀在学生による
　個別相談コーナー

広報誌

2026. 春
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令和8年度
活動予定
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　赤十字は、人間のいのちと健康、尊厳を守るため、苦痛の予防と軽減に努め
るという「人道」の理念のもと世界191の国と地域に広がる赤十字社・赤新月
社のネットワークを活かして活動する人道的組織です。
　日本では、西南戦争での戦時負傷者の救護活動を契機に組織され、災害救護
活動、国際活動、救急法などの普及、赤十字ボランティアや青少年赤十字事業
や赤十字病院の運営、献血などの血液事業、看護師の養成など幅広い分野で事
業を展開しています。
　こうした活動は、皆様からお寄せいただく活動資金のご寄付によって支えら
れています。この赤十字の活動の充実のため、ご寄付のご協力を賜りますよ
う、何卒よろしくお願い申し上げます。

皆さまのご寄付が赤十字の活動を支えています。

　ご寄付のご協力は、このゆう
ちょ銀行専用の振込用紙で、最
寄りの郵便局窓口からご送金を
お願いします。送金後、郵便局
の窓口で渡される半券（振替払
込請求書兼受領証）をもって日
本赤十字社の受領証に代えさせ
ていただきます。ご理解の程よ
ろしくお願いいたします。 子ども・子育て支援事業 

「夏休みみんなの空き地プロジェクト」

こ
の
場
所
に
は
、何
も
記
載
し
な
い
で
くだ
さ
い
。

（
ご
注
意
）

・
 こ
の
用
紙
は
、機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で
、

金
額
を
記
入
す
る
際
は
、枠
内
に
は
っ
き
り
と

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、本
票
を
汚
し
た
り
、

折
り
曲
げ
た
りし
な
い
で
くだ
さ
い
。

・
 こ
の
用
紙
は
、A
TM
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
 こ
の
払
込
書
を
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
又
は
郵
便
局

の
渉
外
員
に
お
預
け
に
な
る
と
き
は
、引
換
え

に
預
り
証
を
必
ず
お
受
け
取
りく
だ
さ
い
。

・
 ご
依
頼
人
様
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た

払
込
書
に
記
載
さ
れ
た
お
と
こ
ろ
、お
な
ま
え

等
は
、加
入
者
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

・
 こ
の
受
領
証
は
、払
込
み
の
証
拠
と
な
る
も

の
で
す
か
ら
、大
切
に
保
管
し
て
くだ
さ
い
。

※
こ
の
受
領
証
を
も
っ
て
日
本
赤
十
字
社
の
受

領
書
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、免

税
証
明
とし
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

振
込
い
た
だ
い
た
金
額
は
個
人
に
つ
い
て

は
、所
得
税
法
第
78
条
第
２
項
第
３
号
の

規
定
に
基
づ
く
寄
付
金
に
該
当
し
、法
人
に

つ
い
て
は
、法
人
税
法
第
37
条
第
４
項
に

基
づ
く
寄
付
金
に
該
当
し
ま
す
。

[お
問
い
合
わ
せ
先
]

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部

赤
十
字
会
員
課

（
電
話
）0
52
- 9
71
- 1
59
6



こ
れ
か
ら
も
愛
知
県
支
部
は
自
治
体
や
企
業
と
よ
り
一
層
連
携
を
強
化
し
、
地
域
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
の
被
災
者
の
支
援

「
縦
割
り
」
を
超
え
た
連
携
を
、

研
修
か
ら
実
動
訓
練
へ

トピックス

県立旭丘高校 美術科生徒さんの
作品を院内で展示

日赤名古屋第一病院で令和９年２月まで

活動やイベントを

報告します

日赤名古屋第一病院では、東棟２階リハビリテーション室
付近の廊下壁面に、県立旭丘高校美術科２年生の生徒さん８
名によって描かれた作品を展示しています。院内での作品の
展示は平成17年度から同校にご協力いただき毎年行ってお
り、今年も生徒さん一人ひとりの豊かな感性が発揮された力
作をお届けいただきました。
同校美術科主任の山田 純嗣先生は「本展示は、風景を描

いた日本画と人物モデルによる油彩画の作品です。生徒たち
は基礎的な描写力を土台に、対象と向き合いながら試行錯誤
を重ね、それぞれの感性を生かした個性的な表現を目指しま
した」と、完成までの様子を語ってくれました。
今回の８作品の展示期間は令和９年２月までの予定です。
それぞれの作品には、描いた生徒さんからのコメントも添え
られています。瑞々しさに溢れた作品は、院内で過ごす患者
さんやご家族に癒しのひとときを与えてくれることでしょ
う。お立ち寄りの際はぜひともご覧ください。

日
進
市
と
当
支
部
は
「
地
域
の
支
え
あ
い
を
通
じ
た
高
齢
者
健
康
生
活
支
援
事
業
連
携
協
定
」
を
締
結
し
、

2
0
2
3
年
４
月
か
ら
地
域
に
住
む
高
齢
者
の
健
康
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
健
康
生
活
支
援

移
動
支
援
か
ら
広
が
る
笑
顔
と
交
流
の
場

西
尾
市
と
当
支
部
は
2
0
2
4
年
10
月
23
日
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
協
定
に
基
づ
き
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
世
代
の
支
援

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
の

解
消
に
向
け
た
新
た
な
一
歩

地域課題
解決

日
進
市
の
人
口
は
現
在
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

同
時
に
高
齢
者
人
口
も
今
後
2
0
4
0
年
ま
で
増
加
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
高
齢

者
を
取
り
巻
く
課
題
が
多
様
化
し
、
支
援
の
担
い
手
不

足
な
ど
、
従
来
ま
で
の
体
制
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
課

題
が
少
し
ず
つ
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
将

来
に
向
け
て
よ
り
良
い
支
援
の
形
を
構
築
す
る
こ
と
が

現
在
の
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
高
齢
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し

く
元
気
に
暮
ら
す
」
こ
と
を
掲
げ
る
日
進
市
の
考
え
と
、

「
健
康
の
維
持
・
増
進
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
赤
十
字
の

事
業
目
的
が
一
致
し
、
連
携
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

A
市
と
し
て
困
っ
て
い
た
こ
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

Q

豊
橋
市
は
全
国
で
も
外
国
人
市
民
が
多
い
地
域
で
す
が
、
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
は
、
限
ら
れ
た
人

員
や
予
算
の
中
で
優
先
順
位
を
上
げ
に
く
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、
外
国
人
市
民
は
2
万

2
千
人
を
超
え
、
市
民
の
約
6
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
り
、
国
籍
も
約
80
か
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
外

国
人
市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
「
特
定
の
部
局
だ
け
で
な
く
市
役
所
全
体
の
課
題
」
と
い
う
認
識
が
深

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
日
に
よ
っ
て
は
市
役
所
窓
口
に
並
ぶ
方
の
多
く
が
外
国
人
市
民
と
い
う
こ
と
も
珍
し

く
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
特
に
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
の
が
日
本
語
学
習
支
援
で
す
。
N
P
O
法
人
豊
橋
ブ
ラ
ジ

ル
協
会
が
実
施
す
る
就
労
の
た
め
の
日
本
語
教
室
で
は
、
夜
勤
や
子
育
て
な
ど
で
欠
席
し
た
学
習
者
が
授

業
に
追
い
つ
け
ず
、
学
び
の
継
続
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
加
え
て
、
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ

る
高
校
生
は
義
務
教
育
後
に
支
援
が
届
き
に
く
く
、
情
報
不
足
に
よ
り
進
路
の
選
択
肢
が
狭
ま
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

A
市
と
し
て
困
っ
て
い
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

Q

一
つ
目
は
、
日
本
語
教
室
の「
学
び
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
仕
組
み
づ
く
り
」で
す
。
授
業
の
録
画
・
ア
ー

カ
イ
ブ
化
に
必
要
な
資
器
材
を
赤
十
字
が
支
援
し
た
こ
と
で
、
欠
席
し
た
場
合
で
も
自
習
や
復
習
が
で
き

る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
生
徒
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
で
す
。
赤
十
字
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
、
J
I
C
A
関
係
者
や
ブ
ラ
ジ
ル
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
救
急
法
指
導
員
な
ど
を
講
師
と
し
て
豊
橋
市
立
豊

橋
高
等
学
校
に
つ
な
ぎ
、
特
別
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
経
験
に
基
づ
く
話
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
、
生

徒
た
ち
が
自
ら
の
将
来
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
行
政
だ
け
で
は
難
し
い
柔
軟
で
迅
速
な

対
応
が
実
現
し
た
こ
と
も
、
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

A
日
赤
と
の
連
携
で
解
決
で
き
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

QA
市
民
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Q

ま
ず
、
高
齢
者
の
孤
独
・
孤
立
の
課
題
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
赤
十
字
か
ら
提
供
さ
れ
た
車
両
を

活
用
す
る
こ
と
で
「
高
齢
者
の
移
動
支
援
事
業
」
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
ま
し
た
。

当
初
は
一
部
の
地
区
で
の
買
い
物
支
援
に
同
車
両
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
市
内
３
カ
所

の
地
区
で
の
移
動
支
援
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
で
は
買
い
物
支
援
だ
け
で
は
な
く
、「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
と
い
う
喫
茶
店
へ
の
お
出
か

け
・
集
い
を
目
的
と
し
た
移
動
支
援
の
取
り
組
み
も
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
移
動
用
車
両
が
単
な
る
移
動

手
段
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
齢
者
の
交
流
の
場
、
そ
し
て
社
会
参
加
の
機
会
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
赤
十
字
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
様
々
な
企
業
、
団
体
が
市
内
で
定
期
的
に
健
康

増
進
に
繋
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
く
れ
る
こ
と
は
、
多
く
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
つ
な
が
り
、
毎
年
協
働
す
る
「
に
っ
し
ん
市
民
ま
つ
り
」
で
は
測
定
会
を
楽
し
み
に
来
場
さ
れ

る
方
も
い
ま
し
た
。

A
日
赤
と
の
連
携
で
解
決
で
き
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

Q

近
年
、
子
育
て
世
代
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
共
働
き
家
庭
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
子
育
て
支
援
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
お
り
、
今
ま
で
の
支
援
体
制
で
は
対
応
し
き
れ

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
子
育
て
支
援
課
が
担
当
す
る
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
は
学
校
区
に
よ
っ
て
利
用
の
偏
り
が
生
じ
、
利

用
希
望
者
が
定
員
を
大
き
く
上
回
り
、
待
機
に
な
っ
て
し
ま
う
ク
ラ
ブ
が
あ
る
一
方
で
、
定
員
に
余
裕
の

あ
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
学
校
区
や
距
離
の
制
約
か
ら
簡
単
に
は
別
の
ク
ラ
ブ
へ
通
う

こ
と
が
で
き
ず
、
空
き
の
あ
る
ク
ラ
ブ
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
待
機
児
童
が
発
生
し
て
し
ま
う
と
い

う
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。

A
市
と
し
て
困
っ
て
い
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

Q

災
害
対
応
は
、
防
災
部
門
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
実
際
に
は
、
福
祉
・
保

健
な
ど
関
係
部
門
と
の
「
横
の
つ
な
が
り
」
が
十
分
で
は
な
く
、
発
災
時
に
お
け
る
各
部
門
の
動
き
方
の

全
体
像
共
有
が
課
題
で
し
た
。

ま
た
、
災
害
対
応
に
直
接
関
わ
る
部
署
以
外
の
職
員
に
と
っ
て
は
、
防
災
計
画
に
触
れ
る
機
会
が
限
ら

れ
、
自
部
署
の
役
割
や
災
害
時
業
務
を
具
体
的
に
想
像
し
づ
ら
い
面
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
組
織
と

し
て
「
共
通
言
語
」
を
持
ち
、「
自
分
事
」
と
受
け
止
め
、
迷
い
な
く
動
け
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

A
市
と
し
て
困
っ
て
い
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

Q

今
回
の
研
修
で
は
、
犬
山
市
健
康
推
進
課
・
福
祉
課
・
防
災
交
通
課
が
一
緒
に
参
加
し
、
講
義
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
「
初
動
に
お
け
る
連
携
体
制
」
を
具
体
的
に
整
理
し
ま
し
た
。

日
赤
と
の
協
働
は
、
た
だ
の
研
修
実
施
で
は
な
く
、
市
の
思
い
を
実
現
可
能
な
形
に
落
と
し
込
み
、
外

部
の
知
見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活
か
し
な
が
ら
学
び
の
設
計
を
行
う
伴
走
支
援
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

災
害
に
対
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
外
部
の
組
織
が
関
わ
っ
て
研
修
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
に
は
い
い
意

味
で
の
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
。

A
日
赤
と
の
連
携
で
解
決
で
き
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

Q

参
加
者
か
ら
は
、「
研
修
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

福
祉
部
門
や
健
康
部
門
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
」「
担
当
部
署
だ
け
で
は
な

く
全
庁
的
に
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
、
他
機
関
と
の
連
携
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
実

感
し
ま
し
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
の
先
に
見
据
え
る
の
は
、
市
職
員
だ
け
で
は

完
結
し
な
い
災
害
対
応
を
、
市
民
の
力
も
含
め
て
成

り
立
た
せ
る
こ
と
で
す
。

小
さ
な
支
援
を
積
み
重
ね
、
地
域
で
支
え
合
う
土

壌
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
災
害
時
の
力
に
な
り
ま

す
。令

和
８
年
度
の
実
動
訓
練
で
は
、
よ
り
現
実
に
即

し
た
訓
練
設
計
や
、
課
題
を
可
視
化
し
て
改
善
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
通
し
て
、
地
域
全
体
の
備

え
を
一
歩
進
め
て
い
き
ま
す
。

A
参
加
者
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Q

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
待
機
児
童
が
一
定
数
（
10
人
以
上
）
発
生
し
た
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
空
き
教

室
等
を
活
用
し
て
、
無
料
で
見
守
り
を
行
う「
居
場
所
事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
区
に
よ
っ

て
は
低
学
年
の
児
童
が
数
人
待
機
と
な
る
状
況
も
あ
り
、
低
学
年
の
児
童
は
な
ん
と
か
児
童
ク
ラ
ブ
に
入

会
さ
せ
た
い
と
赤
十
字
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
送
迎
車
両
を
配
備
し
て
い
た
だ
き
、
空
き
の
あ
る
児
童
ク

ラ
ブ
へ
の
「
移
送
」
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

車
両
は
4
月
以
降
ほ
ぼ
毎
日
稼
働
し
、
学
年
に
よ
っ
て
下
校
時
刻
が
異
な
る
日
は
2
往
復
す
る
こ
と

も
。
移
動
時
間
は
概
ね
5
〜
10
分
と
し
、
子
ど
も
た
ち
の
負
担
を
抑
え
な
が
ら
、
必
要
な
家
庭
に
支
援
が

届
く
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
市
だ
け
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
赤
十
字
と
つ
な
が
れ
た

こ
と
で
、
支
援
で
き
る
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

A
日
赤
と
の
連
携
で
解
決
で
き
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

Q

保
護
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
を
移
送
し
て
ま
で
預
か
っ

て
く
れ
る
の
が
本
当
に
あ
り
が
た
い
」、「
自
分
の
子
ど

も
が
移
送
中
の
車
内
で
、
下
級
生
を
心
配
し
声
を
か
け

て
い
る
こ
と
を
知
り
う
れ
し
い
」
と
い
っ
た
感
謝
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
他
の
学
校
で
も
友
達
が
で
き

る
こ
と
が
楽
し
み
！
」
と
、
別
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
行
く
こ
と
を
む
し
ろ
前
向
き
に
捉
え
て
い
る
声
も
。

移
送
車
両
で
の
移
動
そ
の
も
の
が
「
ち
ょ
っ
と
し
た
小

旅
行
」
の
よ
う
な
特
別
感
に
な
り
、
運
転
手
と
の
「
今

日
ど
う
だ
っ
た
？
」
と
い
っ
た
会
話
が
安
心
感
に
つ
な

が
っ
て
い
る
、
と
い
う
保
護
者
か
ら
の
声
も
届
い
て
い

ま
す
。

「
赤
十
字
＝
募
金
や
献
血
、
医
療
や
海
外
支
援
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
連
携
を

通
じ
て
、「
地
域
の
課
題
に
も
共
に
寄
り
添
い
解
決
策
を

考
え
て
く
れ
る
存
在
」
と
い
う
認
識
に
変
わ
り
ま
し
た
。

A
市
民
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Q

犬
山
市
と
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
包
括

連
携
協
定
に
基
づ
く
取
り
組
み
と
し
て
、
日
赤
か
ら
赤
十
字
病
院
の
医
療
従
事
者
と
支
部
職
員

を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
派
遣
し
、「
災
害
時
に
お
け
る
保
健
医
療
福
祉
部
門
研
修
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
研
修
は
、
災
害
時
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
活
動
の
基
本
を
、
過
去
の
災
害
対
応
事
例
も
踏
ま
え
て
学
び
、

部
門
間
の
協
働
を
具
体
的
に
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
研
修
と
訓
練
を
一
体
的
に
捉
え
、

令
和
７
年
度
は
研
修
、
令
和
８
年
度
は
実
動
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
教
室
の
学
習
者
か
ら
は
、
録
画
・

ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備
に
よ
り
「
安
心
し
て
学

び
を
続
け
ら
れ
る
」「
欠
席
し
て
も
授
業
内

容
を
取
り
戻
せ
る
の
で
助
か
る
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

は
、
生
徒
か
ら
「
普
段
会
え
な
い
方
の
話
が

勉
強
に
な
っ
た
」、
教
員
か
ら
は「
外

部
講
師
に
よ
っ
て
良
い
緊

張
感
が
生
ま
れ
た
」

と
の
反
応
が
あ

り
、
支
援
の
効

果
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

移
動
支
援
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
は
、
車
内
で
自
然
に
生
ま
れ
る
交
流
へ
の
感
謝
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
利
用
者
の
声

は
、
事
業
の
担
い
手
で
あ
る
地
域
の
前
期
高
齢
者
の
方
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

行
政
だ
け
で
は
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
、
赤
十
字
の
迅
速
な
対
応

と
、
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
双
方
の
面
で
大
き
な
助
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

連
携
を
進
め
る
中
で
、「
赤
十
字
と
協
働
す
れ
ば
、
も
っ
と
充
実
し
た
支
援
が
可
能
に
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が

浮
か
ん
だ
際
、
赤
十
字
は
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

A
市
民
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Q

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
事
業
の
推
進

日
本
語
教
育
支
援
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
で

広
が
る
「
可
能
性
と
選
択
肢
」

豊
橋
市
と
当
支
部
は
2
0
2
5
年
2
月
17
日
に
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
、
本
協
定
に
基
づ
き
、
外
国
人
市
民
の
日
本
語
教
育
支
援
と
、

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
生
徒
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
を
進
め
て

い
ま
す
。

クレジットカード

Amazon Pay PayPay

でのご協力はこちら

市
町
村
担
当
者
が
語
る
日
本
赤
十
字
社
と
の
連
携

C
L
O
S
E 

U
P

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
で
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
世
代
の
支
援
」、「
高
齢
者
健
康
生
活
支
援
」、

「
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
事
業
の
推
進
」、「
災
害
時
の
被
災
者
支
援
」
を
重
点
分
野
と
し
、

様
々
な
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
一
緒
に
事
業
を
進
め
て
い
る
市
町
村
の
担
当
者
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。（
※
所
属
は
令
和
8
年
3
月
時
点
で
す
）

▲日進市 福祉部 地域福祉課 櫻木さん
▲西尾市 子ども部 子育て支援課 本田さん（右）、原田さん（左）

▲犬山市 健康福祉部 健康推進課 河村さん（左）、
　福祉課 阪下さん（中央）、市民部 交通課 渡辺さん（右） ▲豊橋市 市民協創部 多文化共生・国際課 

　白藤さん

この払込取扱票は、ご寄付を強制するものではありません。
機会がございましたら、ご利用いただければありがたく存じます。

各票の※印欄は、ご依頼人において記載してください。

払
　
込
　
取
　
扱
　
票

日
本
赤
十
字
社
　
愛
知
県
支
部

加入者名

金 額料 金

ご依頼人・通信欄

日　　附　　印

備 考
ニ
ホ
ン
セ
キ
ジ
ュ
ウ
ジ
シ
ャ

郵
便
番
号 口
　
 座
　
 記
　
 号
　
 番
　
 号

お
と
こ
ろ

ふ
り
が
な

お
な
ま
え

千

免

百
十

千
百

十
円

万

電
 話
 番
 号

日
本
赤
十
字
社
 社
資
（
活
動
資
金
）

※

※

ア
イ
チ
ケ
ン
シ
ブ

名
古
屋

99

0
0

0
8
6

7
3
2

1

切り取らないでお出しください。

裏
面
の
注
意
事
項
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）（
承
認
番
号
 名
第
6141号

）
こ
れ
よ
り
下
部
に
は
何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
　
　
　
　
　
）　
　

赤
十
字
か
ら
の
表
彰

不
要

振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証

加入者名 口座記号番号金額料　金備　考 ご依頼人

お
な
ま
え

千
百

十
千

百
十

円
万

免

様
日
　
　
附
　
　
印

※ ※ 日
本
赤
十
字
社
　
愛
知
県
支
部

ニ
ホ
ン
セ
キ
ジ
ュ
ウ
ジ
シ
ャ

ア
イ
チ
ケ
ン
シ
ブ

こ
の
受
領
証
は
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

0
0

0
8
6

7
3
2

1

記載事項を訂正した場合は、その箇所に訂正印を押してください。

2,000円
以
上
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
事
業
報
告
とし
て
広
報
誌
を
お
送
りしま

す
。

2,000円
以
上
ご
協
力
の
方
で
、広
報
誌
が
不
要
の
方
は
チェック

を
お
付
けくだ

さ
い
。

広
報
誌
不
要

※
１
　

※
２
　

日
赤
あ
い
ち
04


